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連結決算における特別利益、特別損失及び法人税等調整額（益）の計上に関するお知らせ 

 

 当社は、2021 年２月期第２四半期決算（2020 年３月１日～2020 年８月 31 日）におきまして、

下記のとおり特別利益、特別損失及び法人税等調整額（益）を計上することといたしましたので

お知らせいたします。 

 

記 

１．特別利益の計上について 

  新型コロナウイルス感染症の影響により、ショッピングセンターの店舗賃貸人から免除され 

 た家賃相当額を「店舗家賃免除益」として国内事業 956,042 千円を特別利益に計上いたしまし 

た。また新型コロナウイルス感染症の影響に伴う特例処置として店舗を一時休業中に発生した 

人件費に対して申請受給した金額を「雇用調整助成金」として国内事業 489,171 千円、アセア 

ン事業 15,024 千円、連結合計 504,195 千円を特別利益に計上いたしました。 

 

２．特別損失の計上について 

  新型コロナウイルス感染症による店舗の臨時休業期間中の固定費を、「店舗休止損失」とし 

て国内事業 2,614,996 千円、中国事業 639,938 千円、アセアン事業 794,838 千円、連結合計 

4,049,774 千円を特別損失に計上いたしました。その主な内訳は、臨時休業期間中における店 

舗の人件費、地代家賃、減価償却費及び店舗維持費等によるものです。 

 

３．法人税等調整額の計上について 

  当期の業績を踏まえ、繰延税金資産の回収可能性について慎重に検討した結果、回収可能性 

 が見込まれる部分について、「法人税等調整額（益）」として連結合計 1,950,920 千円を計上い

たしました。 

 

４．業績に与える影響 

  上記の特別利益、特別損失及び法人税等調整額は、本日公表の「2021 年２月期 第２四半 

期決算短信［日本基準］（連結）」に反映しております。 

 

 

                                            以 上 


